
　計画では、地域福祉目標を
「 だれもが安心して暮らせるふくしのまちづくり 」とし、
これを実現するため４つの推進目標を設定しました。
　これらの目標を達成するため、次のような取り組みを進めます。
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希望される自治会で住民福祉座談会を行います。
写真は自治会別懇談会で地域の状況について説明を
受けるみなさん（出石公民館）

団塊の世代がボランティア活動に参加するきっかけを
つくります。写真はおやじセミナーで料理に挑戦する
参加者（一宮保健福祉センター）

地域に出向き、公民館等でお達者クラブを行います。
写真は出前お達者クラブで体操をする参加者
（奥西山公民館）

　小地域福祉活動のモデル地区事業に取り組む自治会を
募集し、福祉連絡会の組織強化や活動の活性化を図ります。

小地域福祉活動モデル地区
指定事業の実施

　地域の生活・福祉課題を住民同士で話し合える住民福祉
座談会を開催します。

住民福祉座談会の開催

　向こう三軒両隣の精神を活かし、支援の必要な世帯
のゴミだしや買い物援助などご近所同士でできる支え
合い活動を進めます。

ご近所ボランティアの推進

　宍粟市の生活・福祉課題を住民共通の課題として
捉え、その問題の解決を目指す福祉学習を地域で
進めます。

　「おやじセミナー」など団塊の世代がボランティア
活動に参加する機会をつくり、ボランティア活動の
新たな担い手を育成します。

地域での福祉学習の推進

　法律、福祉、介護など様々な暮らしのお困りごとに
対応できる多機能な相談所づくりに取り組みます。

多機能な相談所づくりの推進

　4つの支部の特性に合わせた取り組みを進めるため、
「支部地域福祉推進委員会」の役割や機能を強化します。

　支部ごとに「かわら版（広報紙）」を発行し、支部発の福祉
活動を進めます。

支部地域福祉
推進委員会の活性化

　地域福祉を推進するための財源を安定的に確保する
ための検討委員会を設置します。自主財源検討委員会の設置

「 支部社協かわら版 」の発行

　※限界集落化していく地域に出向き、住民同士の
交流の場となる「ふれあいサロン」や、高齢者の介護
予防のための「お達者クラブ」を行います。

出前ふれあいサロン、お達者クラブの実施

団塊の世代の
ボランティア活動への参加促進

限界集落とは…過疎化などで人口の50%以上が65歳以上
の高齢者となり、冠婚葬祭、森林、生活道路の維持管理など
住民での維持管理機能が著しく低下した集落のこと。過疎化が
さらに進めば、最終的に無人化して消滅に至ると長野大学の
大野晃教授が平成３年に提唱した。今回の計画では、限界集落
に近づいている地域を「限界集落化していく地域」としました。

キーワードはキーワードは

　隣近所での日常的な見守りや助け合い活動は、地域での孤立を防ぎ、だれもが安心して
暮らせる地域づくりに欠かせません。このような活動を市内の自治会域で取り組みます。

「 自治会域での福祉のつながりづくりを進めます」
推進目標1

　住み慣れた地域でいつまでも暮らしていくために、住民と保健や福祉などの専門職、
そして地域団体がいっしょになって地域福祉活動に取り組む仕組みをつくります。
　また、制度と制度の狭間にある生活・福祉課題の解決にも取り組みます。

「地域での暮らしを支えるためのつながりづくりを進めます」
推進目標3

　社協の基盤を強化するために、幅広い住民が社協活動に参加できる仕組みをつくる
とともに、安定した財源の確保や職員のスキルアップ（資質の向上）に取り組みます。

「社会福祉協議会の基盤強化を進めます」
推進目標4

　地域のつながりを大切にしながら、地域の課題をみんなの共通課題とするために、住民の
みなさんの問題解決力や共に生きていく力を高める取り組みを進めます。

「宍粟市全域での福祉のつながりづくりを進めます」
推進目標2
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宍粟市の5年先は…
　少子高齢化や世帯の縮小化が進行する中、
現在の私たちの生活を支える地域コミュ
ニティの機能はどうなるのでしょうか。
　宍粟市の 5年後を展望して策定した
「第２次地域福祉推進計画」。
　だれもが住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けるためには、今ある「人と人」「人と
地域」のつながりを大切にしながら、住民
みんなで支え合える新しい仕組みをつく
ることが必要です。
　今月号では、「つながり」に着目した今回
の第２次地域福祉推進計画について、
取り組む予定の活動の一部を紹介します。

愛称

読者の
感想より 

被災地への支援活動がいろいろな形で行われていますが、自分に出来ることはささやか乍らの義援金ぐらいです。
生活面での多々ある節約もそのひとつと考えます。（山崎町　女性）

読者の
感想より 

表紙に知人や友達の家族がのるのがとてもいいです。みんないい家族ですね。（山崎町　女性）


